
 
 
 
 

 

                                    

    
 

今
年
３
月
に
発
覚
し
た
、
県
立
幕
張
総
合

高
入
試
に
て
実
技
検
査
が
優
遇
さ
れ
て
い

た
問
題
。
県
立
高
入
試
の
構
造
的
な
問
題
と

し
て
、
大
き
な
波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

 ●
文
武
両
道
を
実
践
す
る
人
気
校 

県
立
幕
張
総
合
高
校
は
平
成
８
年
に
新

設
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
高
校
で
す
。
７
階

建
て
吹
き
抜
け
構
造
の
教
室
棟
や
３
千
人

収
容
の
ア
リ
ー
ナ
な
ど
充
実
し
た
施
設
が

注
目
さ
れ
、
今
春
の
受
験
倍
率
は
２
・
５８
倍

と
県
内
屈
指
の
高
さ
。
近
隣
で
は
県
立
柏
高

校
や
同
八
千
代
高
校
に
も
迫
る
進
学
校
で

あ
る
一
方
、
過
去
３
年
間
に
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

陸
上
部
な
ど
、
計
８
つ
の
部
活
動
が
全
国
大

会
出
場
を
果
た
す
等
、
運
動
系
部
活
動
が
盛

ん
な
学
校
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 ●
実
技
で 

「
Ａ 

」
自
己
ア
ピ
ー
ル
の
２
５
０
倍 

同
校
が
２
月
中
旬
に
実
施
す
る
前
期
入

試
で
は
、
学
力
検
査
、
内
申
点
の
ほ
か
、
部

活
動
へ
の
参
加
を
前
提
と
し
た
「
実
技
検
査
」

ま
た
は
口
頭
に
よ
る
「
自
己
ア
ピ
ー
ル
検
査
」

を
選
択
受
験
し
、
Ａ
～
Ｃ
の
３
段
階
評
価
を

受
け
た
上
で
加
点
さ
れ
、
合
否
判
定
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
実
技
受
験
者
へ
の 

優
遇
で
す
。
実
技
か
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
Ａ
評

価
を
得
れ
ば
、
学
力
検
査
が
２５０
点
以
上
等 

     

の
要
件
を
満
た
せ
ば
合
格
と
な
っ
た
の
で

す
が
、
実
技
で
は
例
年
３００
～
４００
人
の
受
験

者
の
う
ち
１３０
人
が
Ａ
評
価
と
な
る
一
方
で
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
で
は
例
年
６００
～
７００
人
の
う

ち
わ
ず
か
に
０
～
１
人
。
ま
た
、
自
己
ア
ピ

ー
ル
の
評
価
に
あ
た
っ
た
教
員
は
、
「
検
査

担
当
者
か
ら
『
な
る
べ
く
Ａ
評
価
は
つ
け
な

い
よ
う
に
』
と
指
示
さ
れ
た
」
と
も
証
言
し

て
い
ま
す
。
結
果
、
Ａ
評
価
の
受
験
生
は
学

力
検
査
で
、
２５０
点
程
度
で
合
格
す
る
一
方
、

そ
の
他
の
生
徒
は
３５０
点
前
後
で
も
不
合
格

と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

受
験
者
の
う
ち
Ａ
評
価
を
受
け
る
割
合

は
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
０
・
１５
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
実
技
で
は
３７
％
と
そ
の
差
は

実
に
２５０
倍
。
ま
た
、
Ａ
評
価
を
受
け
る
１３０
人

は
事
前
に
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、

公
平
性
、
公
正
性
を
欠
い
た
選
抜
方
法
で
あ

っ
た
と
の
指
摘
は
免
れ
ま
せ
ん
。 

                               
 

 

●
各
検
査
の
配
点
明
ら
か
に
せ
ず 

～
県
立
高
前
期
入
試 

そ
も
そ
も
、
学
力
検
査
と
内
申
点
の
み

で
評
価
さ
れ
る
後
期
試
験
と
異
な
り
、
実

技
や
自
己
ア
ピ
ー
ル
な
ど
の
検
査
が
加
わ

る
前
期
試
験
で
は
、
県
内
の
全
県
立
高
校

で
そ
の
加
点
方
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
実
技
や
自
己
ア
ピ
ー

ル
検
査
に
、
学
力
検
査
（
５００
点
満
点
）
以

上
の
べ
ら
ぼ
う
な
配
点
が
課
さ
れ
て
い
て

も
お
か
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
学
業
以
外
の
運
動
や
そ
の 

                                

他
技
能
を
評
価
し
た
り
、
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
た
り
す
る
こ
と
は
称
賛
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
選
抜
基
準
や
検
査

ご
と
の
配
点
を
公
に
し
な
い
こ
と
は
、
意
図

し
な
い
受
験
、
意
図
し
な
い
学
校
生
活
を
招

き
か
ね
ず
、
決
し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

あ
る
高
校
関
係
者
は
、
今
回
の
件
に
つ
い

て
「
氷
山
の
一
角
」
で
あ
る
と
漏
ら
す
な
ど
、

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
県
立
高
入
試
の
透

明
化
を
は
か
る
べ
く
、
県
議
会
に
て
し
っ
か

り
と
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

県
立
幕
張
総
合
高
入
試
で
実
技
優
遇 

氷
山 

の
一
角
と
も 

 

 

 

●銚子市６千人減で、区割変更まったなしに 

千葉県議会議員選挙における一票の格差の

問題では、10 年ぶりに実施された平成 27 年

の国勢調査値で、県議 1 人あたり人口が最も

少ない銚子市の人口が約 6 千人減少する一

方、県議 1 人あたり人口が最も多い印西市人

がは 6 千人余り増加し、一票の格差は 2.88

倍へと拡大し、問題視されていました。 

また、人口の多い選挙区の定数が人口の少 

http://www. iwai-y.jp 

 

１９７０年生まれ４７歳 早稲田大学大学院政治学研究科修了 

県議当選２期目 若手県議として地域の課題に取り組みます！ 

県議選区割変更が最終決定～印西市・栄町合区に  

mail@iwai-y.jp 

ない選挙区の定数より少ない逆転区（逆転現

象）は、銚子市（定数 2）と印西市（定数 1）、

銚子市（同 2）と八街市（同 1）等の他、佐倉

市（同 3）と流山市（同 2）、銚子市と旭市（同

1）、君津市（同 2）と印西市（同 1）など計 8

通りへと拡大。選挙制度改革はまったなしの

状態となっていたものです。 

 

●定数 1 減、飛び地・逆転選挙区が解消に 

可決された条例改正案では、△旧香取郡選

挙区（定数 1）を廃止し、東庄町を銚子市選

挙区（同 2）に、△神崎町と多古町が香取選

挙区（同 2）に吸収されることになるほか、

△印旛郡選挙区（栄町、酒々井町）が解体さ

れ、栄町は印西市選挙区と合区（同 2）、酒々

井町は佐倉市選挙区と合区（同 3）、△山武市

と山武郡選挙区が合区（同 2）、△鴨川市と南

房総市・安房郡選挙区が合区（同 2）と、計

10 選挙区にわたるもの。定数が 1 減の 94、
選挙区数は 4 減の 42 となり、課題となって

いた飛び地や逆転選挙区が解消され、選挙区

間の一票の格差は 2.44 倍に是正されること

になります。 

県議選区割等の変更点 （H31統一地方選より）

・印西市と栄町の選挙区を合区（定数2）

・佐倉市と酒々井町の選挙区を合区（同3）

・山武市と山武郡の選挙区を合区（同2）

・鴨川市と南房総市・安房郡の選挙区を合区（同2）

・旧香取郡選挙区を廃止し、東庄町を銚子市選挙区（定数2）
に、神崎町・多古町は香取市選挙区に吸収（同2）



                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
北総 3 自治体においても、消防自動車は、印西

地区消防組合で計 8 台（印西市 6 台、白井市 2
台）、栄町消防本部で 2 台の配置にとどまるな

ど、大規模災害時等の消防力不足が懸念される

中、昨夏には 2 市 1 町による協議会が設けられ、

広域化に向けた話し合いが進められてきまし

た。本年 1 月には「事務委託方式」との広域化

方針が決定し、いよいよ正式決定という 3/13 の

協議会の席上で一転、印西市長ら市関係者が揃

って委員を辞任。印西市の離脱により広域化協

議は不成立となってしまったのです。  
 協議最終盤での急きょの離脱に、関係者から

落胆や当惑の声が上がったのも無理はないとこ

ろです。 
 
●市議会で賛否を問うことはできなかったか 
市担当者いわく、「財政的なメリットがない」

「市議会の理解が得られない」というのが、印

西市離脱の理由とのこと。ただ、消防広域化を

実施するためには、そもそも協議成立後に関係

各議会での承認が必要だったわけで、離脱せず

に印西市議会にて賛否を問うべきだったのでは

との声が聞かれます。 
消防力強化は、地方都市が抱える共通の課題。

消防広域化が不成立となった中、住民の生命と

財産を守るため、新たな方策が求められること

になります。 
 

 

 

 

140 棟もの家屋が延 
焼した、昨年暮れの糸 
魚川市火災は未だ記憶 
に新しいところですが、 
その火災の大規模化の 
一因として指摘された 
のが、消防力の不足で 
す。この火災では、糸魚川消防本部が所有する 6
台全ての消防自動車が投入されたものの、消火

活動は困難を極めました。火災発生から 1 時間

半が経過した同日正午ごろに。近隣の上越市や

新潟市などの消防本部に応援を要請。最終的に

は富山県などあわせて約 1000 人の消防隊員が

消火にあたり、出火から 10 時間あまり経った午

後 9 時前にようやく消し止められたのです。  
都市部の強力な消防力を持つ消防本部では、

初動で10台以上の消防自動車が駆けつけるのも

珍しくない中、消防自動車 6 台という地元消防

本部の消防力の不足が、火災の大規模化を招い

てしまったと言えます。 
 

●印西市長ら関係者がそろって委員を辞任 

各消防本部の消防力不足については、国や自

治体も手をこまねいてきたわけではありませ

ん。国は、車両や施設の整備に関わる助成制度

を設ける等して、消防本部同士の統合を推し進

めており、昨年 4 月までに全国 48 の地域で消防

広域化が実現しています。 

 

県道鎌ヶ谷本埜線は、一部国道 464 号を

経由しながら、鎌ヶ谷市初富から印西市安

食卜杭までの全長 31km の幹線道路。千葉

NT 地区と成田空港方面へのアクセス道路

として位置づけられています。 

このうち同バイパス事業は、国道 464 号

の印西市萩原地先から、県道成田安食線の

栄町安食地先（旧ナリタヤ跡地近く）まで

の延長 4.5km、幅員 16.0m を整備するもの

です。長門川に並行して走る現道は、道幅

が狭く急カーブ区間が連続するため、救急

搬送時は患者への負担軽減から他道にう回

しているほど。歩車道分離の同バイパスの

開通により、災害時等の救援・救助活動で

も円滑で迅速な移動が期待されるところで

す。 
 

 
 さて、鎌ヶ谷本埜線バイパス事業の中で

も特に重要視されているのが、長門川に架 

かる豊年橋の架け換え工事です。栄町安食

と本埜地区を結ぶ豊年橋は、地域住民にと

って日々の生活道路となっている一方、架

橋から 50 年余りが経過し、自動車も 1 台通

るのがやっと。町とともに、老朽化の激し

い豊年橋の先行開通を求めてきました。 
 
H29 年度は仮桟橋と橋脚の設置を予定 
 バイパス事業に伴い新しく設置される豊

年橋は、橋長 105 m、全幅員 12 m（道路幅

員 7.5 m、片側 1 車線、歩道片側 3.5 m）と 

地域の課題について 

声をお寄せください 

 
岩井やすのり事務所 
〒270-1505 印旛郡栄町安食台 2-26-23-202 

tel  fax  
メール mail@iwai-y.jp 

 なる見込み。豊年橋付近では、既存水路の真

上に新道が設置されることから、う回道路と

う回水路を設置。本年 3 月末までに、旧水路

であった箇所の地盤改良と既存水門の撤去、

長門川右岸（安食側）の橋台（橋脚を支える

台）設置を終えたところです。 

 今年度は、現豊年橋の脇に工事用の仮桟橋

とともに、P1・2 の 2 基の橋脚（左図参照）

を設置し、いよいよ豊年橋完成へラストスパ

ート。肝心の完成時期は平成 30 年代初頭の

見込みですが、引き続き、早期開通を目指し

働きかけてまいります。 

豊年橋の施工状況（H29 年 4 月現在） 

平成28年7月

8月 第1回協議会 印西・白井両市が財政的メリット求める

11月 第2回協議会 態度決定時期を29年3月とした

消防庁要望 広域化に伴う施設整備等の支援を要望

平成29年1月 第3回協議会 両市に財政負担リスクがない事務委託方式に決定

2月 第4回協議会 広域化の検討に関する「まとめ」に合意

3月 第5回協議会 正式決定が予定されていたが、印西市が離脱

2市1町の消防広域化に関わるこれまでの経緯
広域化連絡会発足
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